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第1部 訪問調査の結果

1.南 山大学にお ける大学アーカイ ヴズについて

1-1設 置 目的 ・設置経緯

学園史 ・大学史編纂資料の整理と事務文書の統一的保管の必要性

南山大学で大学史料室を設置 した 目的 と しては、年史編纂終了後 の収集資料の整備 ・利

用 と、大学全体での事務文書の統一的管理 が挙げ られている。

まず前者 についてであるが、南 山学園では、1964年 に 『南 山大学の歩み』がひ とりの熱

心な職員によって編纂 されたが、その後の資料整理のために、1993年 、学園全体の史料室

として南山学園史料室(以 下 「学園史料室」 とす る。)が 法人事務局内に設置 された。その

後 も2001年 に 『南山大学五十年史』が編纂 されたが、編纂終了後の管理を担当す るはずで

あった大学総務課に担当者が不在であり、管理体制は不十 なものとなった。 ただ、1999年

か ら計画 されたr南 山学園創立75周 年記念誌』の編纂事業において、実際の編纂活動を担

う大学教員の活動拠点 として、大学総務課所管 の史料室 を整備 ・利用す ることとな り、大

学史料室は再活性化 した。

一方
、事務文書の管理 については、大学事務文書の保管を検討す るプ ロジェク トチー ム

が設置 され、そこにおいて、「大学の事務文書 の統一的保管」の必要性が答 申された。 こう

して、大学アーカイブズの機能を併せ持っ施設 として、2005年4月1日 、南山大学史料室

(以下 「大学史料室」 とす る。)が 設置 された。プロジェク トチームには、図書館職員が事

務局 として参加 し、まとめ役 となって くれたことも大きく寄与 した。

大学史料室 は、組織アーカイブズの機能 も重視 してい るため、史料室 とい う名称が機能

に即 して適切であるか疑 問の余地があるが、「史料」の重要性 とい う 「説明」によって存在

が認知 されてい く側面があるとのことであった。

1-2組 織形態一学園史料管理を牽引する役割も一

南 山大学史料室の一つの特徴 としては、法人全体 を対象 とす る学園史料室 と併存 してい

ることが挙げ られ る。更に、単に組織上分かれてい るだけではなく、大学のキャンパス内

に大学史史料室 が設置 され、学園史料室は学園発祥の地 である 「い りなか」 の法人事務局

内に置かれている。 このため、両史料室間の頻繁 な行 き来が難 しい。また、現在 の学園史

料室 は規模が小 さく、そのため、実質的には大学史料室 が学園全体の文書管理を牽引す る

役 目を背負 っているとのことであった。
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調査風景

次に大学史料室の構成 であるが、教育職員 と事務職員の二人体制で、臨時職員 が1名 で

ある。 この うち教員 については、永井氏が大学史料室開設後 、大学史料室担 当教員 として

任用 されている。一方事務職員については、専任職員の場合 、専門職 として位置付け られ

てお らず、異動 によって人員 が交替することもあるとの ことであった。

次に、博物館 と図書館 との連携についてであるが、博物館 とはかつて合併案 があったが、

計画 していた施設が老朽化 していたため、実現 しなかった。 また、新棟建設に伴って博物

館 との合併 も検討課題には上 ったが、スペースの関係で実現 しなかった。南山大学の場合

は、人類学を専門 とす る博物館 なので、大学史料室 との連携 には難 しい ところがあるとの

こ とであった。一方、図書館 との連携 については、図書館職員 と何度 か意見交換は行 って

お り、問題意識は共有 されている。ただ、図書館 は事務職員か ら構成 されている組織であ

るため運営の点で相違す るところがあ り、博物館、図書館そ して大学史料室のMLA連 携 に

までは至っていないとのことであった。

第4に 、大学史料室に関す る種 々の規程であるが、 「南山大学史料室規程」、「南山大学史

料室運営委員会規程」そ して 「南山大学史料室利用規程」の三っが策定 されているとのこ

とである。
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1-3活 動内容 大学教育 との連携一

大学史料室の活動には、①非現用 となった大学業務文書の移管 ・整理 ・公 開、②南 山大

学史に関わる資料の収集 ・整理 ・公開、③資料集(南 山学園発行)・紀要(大 学史料室発行)

の編纂や大学教育 との連携な どがある。

これ らのなかで中心 とな る①の業務 については、文書配布 を行 うなどして事務職員への

呼びかけを行い、将来的には文書作成段階か らの文書管理 システムを模 索 している。移管

はや は り年度末 ・年度初 めが多い。評価選別 については、内容まで精査せず、重複以外は

可能 な限 り捨てない とい う方針 に立っている。

大学史料室での業務文書整理 によ り、現状 においても、支援的ファイ リングシステムに

よる効率的業務運営 とい うメ リラ、トが大学業務 に提供 されてお り、実際に大学史料室に移

管 され た文書の参照や、再提供 が行なわれている。 これ らは年次を追 って件数が増 えてい

るものの、学内での認知度は十分ではない との ことである。

次いでその管理方法であるが、件名 までは 目録 を作成 してお らず、ファイル レベルのも

のに止まっているとのことであった。 ファイル の上位 のまとま りについては、現秩序主義

に立って記録 した上で、内容 に応 じて配架 している。内容別の配架であっても、現秩序の

追跡は可能な仕組み となっている。 ファイル 目録 については、将来的にはWeb上 で公 開し

たいとのことである。

また、電子文書 については、現在 では事務 システムの部署でサーバーを管理 してお り、

将来的には、非現用化 した段階で移管す るか、大学史料室がア クセス権 を持っ ようなシス

テムを 目指 したい との ことでいる。 ただ し、南 山大学 の現状では、重要文書は紙ベースで

運営 されているため、現在の電子文書 の内容 は、業務 としては限 られているであろ うとの

ことであった。

②の南山大学史に関わる資料の収集 としては、卒業生に資料提供を呼びかけるとともに、

退職予定の教員 にも呼びかけ、その教員 の研究室 にある資料 を積極的に受 け入れていると

の ことであった。

次 に、 これ らの文書の公開についてだが、上位機 関の判断 によらなけれ ばな らない場合

もあ り、個人情報 については大学のルールに したがって保護 しているが、これ らに抵触 し

ない限 り、原則的に公開す る方針 に立っている との ことであった。書庫は開架に近いスタ

イルを採用 してお り、公 開/非 公開の判断を しなければならないファイルについては、「注」

の印 を付 してい る。 ただ し、非公 開とす る場合 にも、部分公 開を行ってい るとの ことであ

った。 また、文書の状態などにもよるが、複写に も応 じているとのことであった。

そ して、史料室の活用状況であるが、全体の利用人数 が年 間100名 程度で、その内7割

が学生 とのことであった。学生利用 の促進 については、システマティックな取 り組みは実
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際上難 しいが、永井氏 と個人的なつなが りのある教員 を中心 に活用が広 が りつつあ るとの

ことである。今年度 については、博物館 実習で60年 代の学生運動の時代にっいて展示を行

った ところ、好評 との ことであった。
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『南山学園史料集』 と 『アルケイアー記録 ・情報 ・歴史一』

③の業務では、史料集 『南 山学園史料集』(学園史料室刊行)と 紀要 『アルケイアー記録 ・

情報 ・歴史一 』の編纂 を行ってい る。 また、南山大学では 「大学文化論」が大学史教育の

役割 を果 た しているとのことであった。元々当科 目には、アイデ ンティテ ィの認識 と大学

史資料を素材 として扱 うとい う二つの方向が存在 していたが、後者は発展が難 しいため、

前者 にシフ トしつつある とい う。そ して、 この講義の受講生が大学史料室 を利用す る事例

も増 えている。

一方
、学生以外 の利用 としては、①教員 が研 究な どのために利用す る事例、②南 山大学

のグラン ドデザイ ンを担 当 したア ン トニ ン ・レーモ ン ドの建築に関心を持って大学を訪 問

した人が足を延 ばすケース、③サークル のOBや 関係 団体が記念誌 を作成す るために利用

する事例、④職員OBや その家族が足跡を辿った りす るために活用する事例、な どがある。
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2.南 山大学及び私立大学にとっての大学アーカイヴズの意義

一社会的責務としての情報公開一

す るのが社会的責務 との こ とで

あった。すなわち、単に内部利用

のために業務文書等 を収集 ・管理

す るだけでなく、最終的にそれを

公 開す るこ とに大 学アーカイ ブ

ズの意義があるのであ り、国立大

学の よ うな法 的根 拠 を持 たない

か らといって、私立大学が このよ

うな社会 的責務 を回避す る こと

はで きない と考 えてい る とのこ

とであった。

永井氏のお考え としては、社会において公的役割 を担ってい るとい う点では国公立大学

も私立大学 も相違 はな く、私立大学 として も非現用 となった業務文書等 を可能な限 り公開
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調査を振 り返って

モダニズム建築に偉大なる足跡 を残 したアン トニン ・レーモ ン ドによって グラン ドデザ

インが描かれ た南山大学のキャンパスは、丘陵地の起伏 を生か しなが ら木 々の中に建築物

が埋 もれ、落 ち着き と居心地の良さを感 じさせ る場所 である。 こ うしたキャンパ スに設置

されている南山大学史料室 もまた、規模 としてはこぢんま りとしたものではあるものの、

大学の中において しっか りとした位置づけを確保 して、必要 とされる機 能を果た している

よ うに感 じられた。大学に とって価値ある文書の組織 的な保存管理 とい う大学アーカイ ヴ

ズに期待 され る機能を鑑みれ ば、長期的には南山大学のあ り方 に収敏 してい くことになる

のであろ うか。

(上崎哉)
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